


川崎病冠動脈拡大性病変における重症度評価は、冠動脈病変の経過観察や本症罹患児の生

活管理指導あるいは急性期薬物治療の効果判定などに不可欠といえる。今回の検討では、

129 例の川崎病罹患児に対して行った 175 回の冠動脈造影の結果に基づいて、定量的分析

による冠動脈病変の客観的な重症度評価を行った。 


